


Alyssa Karpowitz の 話 と は 対照 的 に 、 意 見 の すべ て の 変化 が 公衆 衛生 の メッ セー ジ に 賛成 し た わけ で は あり 
ませ ん 。 時 が 経ち 、 米 国 中 の より 多く の 人 々 が 予防 接種 を 受け る に つれ て 、 有 害 な 副作用 の 主張 が 浮上 し 始 
め ま し た 。 何人 か の 親 は 、 彼 ら の 子供 が GMI ワ クチ ン に さら され た 家畜 に 見 られ る の と 同様 の 神経 学 的 症状 
を 経験 し て いる と 主張 し まし た 。5 月 まで に 

2027 年 、 こ の 主張 を めぐ る 親 の 不安 は 訴訟 の 段階 まで 激化 し た 。 そ の 月 、 コ ロバ ックス の 予防 接種 を 受け て 脳 
炎 の 結果 と し て 子供 が 精神 遅滞 を 発症 し た 親 の グル ー プ が 連邦 政府 を 訴え 、 保 護 す る 責任 シー ルド の 撤去 を 要 
求 し た 

Corovax の 開発 と 製造 を 担当 する 製薬 会 社 。 


増加 する 原告 コホート は 、National Vaccine Injury Compensation Trust Fund (NVICTF) と 、PREP 法 に 基 づ 
いて 議会 に よっ て 承認 され た 資金 の 緊急 充当 が 存在 し 、Corovax ワ クチ ン に よっ て 悪影響 を 受け た 人 々 に 人 金銭 的 
補償 を 提供 する こと を 知り 、 す ぐに 訴訟 を 取り 下げ まし た 。 医療 費 お よび その 他 の 関連 費用 を カバ ー す る た め 
。 23 連 邦 政府 の 対応 に 対す る 育 定 的 な 反応 と 、 ワ クチ ン 接 種 を 希望 する 米国 市 民 の 大 多数 が すでに 予防 接種 を 
受け て いる と いう 事実 を 考え る と 、 副 作用 を 取り 巻く 否定 的 な 宣伝 は 、 全 国 の ワク チン 接種 率 に ほとん と 影響 
を 与え ませ ん で し た 。 し か し 、 有 害 な 副作用 に 焦点 を 合わ せる と 、 提 出さ れる 補償 請求 の 数 が 大 幅 に 増加 し 、 
多く の 人 が Corovax が 健康 に 及ぼ す 可 能 性 の ある 長期 的 な 影響 に つい て 懸念 を 抱く よう に な り ま し た 。 こ の 懸念 
は 、Corovax ワ クチ ン 接 種 キ ャ ン ペ ー ン に 関す る 政府 の 動機 に 疑問 を 呈し 続け た 一 部 の アフ リカ 系 アメ リカ 人 の 
親 の 間 で 特に 高かっ た 。 


FDA、CDC、 お よび その 他 の 機関 は 、Corovax と 報告 され た 神経 学 的 副 作用 と の 関連 の 可能 性 を 調査 す 
る の に 忙し か っ た が 、 彼 ら の 努力 は 継続 的 に 損なわ れ て いま し た 。 
さま ざま な 非 政 府 の 個人 お よび グル ー プ に よっ て 作成 され た 疫学 分 析 。 人 気 の 
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た と えば 、 科 学 ブ ロガー の EpiGirl は 、2027 年 4 月 に Corovax 副 作用 の 発生 率 の イン タラ クティ ブ マ ッ プ の 投稿 
を 開始 し まし た 。 マ ッ プ を 作成 する た め に 、EpiGirl は Facebook、Twitter、YouTube を 使用 し て Corovax の 有 
害 な 副作用 の 逸話 を 収集 し 、HHS か ら ダ ウン ロー ド し た デー タ と 組み 合わ せま し た 。 ワ クチ ン 有 害 事象 報告 シ 
ステ ム (VAERS) 、CDC お よび FDA に よっ て 維持 され て いる 全国 的 な ワク チン 安全 監視 プロ グラ ム 。 EpiGirl は 
また 、Apple 製 品 の ユー ザー で ある 加入 者 の 間 で 、Apple の ResearchKit お よび HealthKit ア プリ ケー ショ ン を 

介し て 健康 デー タ を 彼女 と 共有 する こと を 奨励 し まし た 。 そ の 結果 、EpiGirl の 地図 は ソー シャ ル メ ディ ア 界 で 
広く 共有 され 、 地 方 や 全国 の ニニ ュー スレ ポー ト に も 含ま れ て いま し た 。 


連邦 政府 は 、EpiGirl の 事例 デー タ の 有効 性 と 、 イ ンタ ーネット を 介し た 患者 情報 の 広範 な 共有 に つい て 懸念 
抱く よう に な り ま し た 。 EpiGirlt の デー タ は 、 報 告 さ れ た ほぼ すべ て の 副作用 の 発生 率 が 有意 に 高い こと を 示し 
まし た 。 た だ し 、 連 邦 当 局 は 、 こ れ は 主 に 複数 の ソー ス か ら の デー タ を コン パイ ル し た 結果 と し て エン トリ が 
重複 し て いる こと が 原因 で ある と 考え て いま し た 。 さ ら に 、EpiGirlt の デー タ は 、 報 告 さ れ た 副作用 の 原因 に 対 
処す る こと を 目的 と し て お ら ず 、 発 生 率 の み に 対 処す る こと を 目的 と し て いま し た 。 密接 に 関連 すか る グル ー プ 
で ある Patients-Like-Me な どの 組織 か ら の 同様 の 結果 の 公開 

自然 医学 運動 に より 、 こ れ ら の 独立 し た 報告 を さら に 正当 化し た 。 政 府 

正式 な プレ スリ リー ス を 通じ て これ ら の 主張 に 応え よう と し まし た が 、 こ れ ら は EpiGirl の 地図 ほど 視覚 的 に 
魅力 的 で も イン タラ クティ ブ で も な か っ た た め 、 ほ と ん と ど 無 視 さ れ ま し た 。 


連邦 政府 は コロ バッ クス の 急性 副作用 に 関す る 懸念 に 適切 に 対処 し た よう に 見 えま し た が 、 ワ クチ ン の 長期 的 
で 慢性 的 な 影響 は まだ ほとん ど 知 られ て いま せん で し た 。2027 年 の 終わ り 近 くに 、 新 し い 神 経 学 的 症状 の 報 
告 が 出 始め まし た 。 約 1 年 間 有害 な 副作用 が 見 られ な か っ た 後 、 数 人 の ワク チン 接種 者 は 、 か すみ 目 、 頭 痛 、 
四肢 の し びれ な どの 症状 を ゆっ くり と 経験 し 始め まし た 。 こ れ ら の 症例 の 数 が 少な いた め 、Corovax と の 関連 
の 重要 性 は 決定 され ませ ん で し た 。 こ の 記事 を 書い て いる 時 点 で 


2030 年 、 ワ クチ ン 接 種 プ ログ ラム の 開始 時 に NIH に よっ て 開始 され た 縦断 的 研究 は 、 次 の デー タ 収 集 ラ ウン ド 
に 到達 し て いな いた め 、 こ れ ら の 症状 に 関す る 正式 な 分 析 は まだ 実施 され て いま せん 。 さ ら に 、 こ れ ら の 症例 
は 、 ワ クチ ン 接 種 者 の 最初 の コホート ( 他 の 基礎 と な る 健康 状態 の ある 集団 を 含む 高 リス ク 集 団 の 集団 ) か ら 
生じ た も の で あり 、 こ れ ら の 症状 が ワク チン 接種 に 関連 する 程度 を 判断 する こと が ます ます 困難 に な っ て いま 
す 。 
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これ ら の 症例 が 出現 する と 、 患 者 は PREP 法 に 基づく 補償 の 申請 を 開始 し まし た 。 ワ クチ ン 接 種 と 報告 され た 

神経 学 的 症状 と の 間 の 考え られ る 関連 性 に つい て の 長引く 不 確 実 性 の た め に 、 そ れ ら の 補償 要求 は 、 さら な る 
デー タ 分 析 を 待つ 間 、 無 期限 に 保留 され まし た 。 こ の コホート は 、 最 初 は 多く の 人 が Corovax ワ クチ ン を 断固 
と し て 支持 し て いま し た が 、 す ぐに ソー シャ ル メ ディ ア に アク セス し て 問題 を 公表 し まし た 。 


神経 学 的 症状 の 報告 は 比較 的 少な い に も か か わら ず 、 ソ ー シ ャ ル メ ディ ア の 反応 は 計り 知れ ませ ん で し た 。PR 
EP 法 の 補償 方 針 で 最初 の 成功 を 経験 し 、 請 求 要 求 と 評価 プロ セス 全体 の 透明 性 を 確保 する た め に 熱心 に 取り 組 
ん だ 後 、HHS は 新しい ラウ ンド の 否定 的 な 宣伝 に 気 を と られ まし た 。 彼ら は 、 こ れ ら の 主張 を 裏付け る デー タ 
が な い に も か か わら ず 、Corovax か ら の 長期 的 な 影響 を 主張 する 人 々 に 補償 を 与え る よう に 国民 と メデ ィ ア か 
ら 圧力 を か けら れ ま し た 。 科 学研 究 の 根本 的 な 誤解 を 示し て 、 多 く は ワク チン が 長期 的 な 効果 を 引き 起こ さ な 
か っ た と いう 証拠 を 要求 し まし た 。 


即時 補償 の 要求 に 加え て 、 議 会 は 、PREP 法 の 緊急 予算 を 増やす よう に と いう 国民 の 圧力 に 直面 し た 。 資金 
の 最初 の 割り 当て は 急性 の 副作用 の 補償 を 提供 する の に 十分 で し た が 、 長 期 的 な 影響 と 潜在 的 に 永続 的 な 
障害 の 見 通し は 、 近 い 将 来 に 追加 の リソー ス が 必要 に な る と いう 懸念 を 引き 起こ し まし た 。 
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C OMMUNICAT ION D 補題 


公開 情報 と の 通信 
2 の cm 0 の 0m ス と 
ミス トラ スト の クリ メー ト で の 法定 回 収 の た め の オ プ ト イ オン 


F OOD FOR T HOUGHT 


1) 有害 な 副作用 と NVICTF の トピ ッ ク に 具体 的 に 対処 する 回 復 メ ッ セ ー ジ の 開 
発 と テス ト を どの よう に 進め る こと が 、MCM キ ャ ン ペ ー ン 後に 発生 する 医 
学 的 問題 に 関す る 公衆 の 苦痛 に 対応 する 保健 当局 の 能力 を 向上 させ る の に 
役立つ で し ょ うか ? その よう な テス ト を 正当 化す る いく つか の メッ セー ジ 
は 何で すか ? 


2) Coravax と 報告 され た 神経 学 的 症状 と の 関連 に つい て の 不確か な 科学 に も 
か か わら ず 、 な せ ぜ 保 健 当局 は 、 ワ クチ ン 接 種 後 に 医学 的 問題 を 経験 する ワ 
クチ ン 接 種 集団 の 人 々 に 対し て 、 思 いや り と 真 の 共感 を も っ て コミ ュ ニ ケ 
ーション を と る 必要 が ある の で し ょ うか 。 


オー プン デー タ シ ス テム へ の 関心 の 高まり と 、 複 雑 な 問題 を 解決 する た め の 

「 ク ラウ ド ソ ー シ ン グ 」 の 適用 を 考え る と 、 公 衆 衛生 当局 は 、SPARS の 発生 
後 、 関 心 の ある 一 般 市 民 と の 双方 向 通信 を どの よう に 活用 で きる で し ょ うか 
。 た と えば 、 一 般 の 人 々 か ら の イン プッ ト と 分 析 は 、 有 害 事 象 の 監視 を 改善 


し た り 、 特 定 の MCM キ ャ ン ペ ー ン の 長所 と 短所 を 評価 し た りす る の に どの よ 
に 違 生 つ で し よう が 。 
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ASPR は 、HHS の ネー ゲル 長官 の 要請 に 応じ て 、 連 邦 保健 機関 の 上 級 指導 者 の 間 で 一 連 の 会 議 を 開催 し 、SPA 
RS パン デミ ッ ク へ の 対応 の 部 門別 レビ ュー の 結果 と し て 実施 され て いる ポリ シー と プロ グラ ム の 変更 に 対処 し 
まし た 。 検討 され た 問題 中 に は 、 コ ロバ ックス に 関す る 否定 的 な 世論 の 高まり と 、SPARS に 対す る 公衆 衛生 
の 対応 の 犠牲 者 に 対す る 政府 の 認識 され た 無関心 の 影響 が あり まし た 。 あ る 上 級 保健 当局 者 は 、 ワ クチ ン 接 種 
者 の た め の 時 間 と 強力 な 医療 モニ タリ ング プロ グラ ム (その 構成 要素 は すでに 実施 され て いる ) は 、 長 期 的 な 
影響 に 関す る 国民 の 懸念 を 判断 する の に 十分 で ある は ず だ と 主張 し た 。 


実際 、 次 の よう に 保証 され て いま し た 。 「 デ ー タ を 待つ 必要 が あり ます 。 人 々 は その 事実 を 理解 する 必要 が あり ます 。」 


これ ら の 会 議 の 著名 な 出席 者 の 1 人 は 、 薬 物 乱用 ・ 精 神保 健 サ ービス 局 (SAMHSA) の ディ レク ター で ある ア 
ン フ リン 博士 で し た 。 行政 の 災害 技術 支援 セン ター の スタ ッ フ は 最近 、 過 去 1 年 間 の SAMHSA 災 害 苦痛 ヘル プ 
ライ ン の 使用 状況 デー タ に つい て フリ ン 博 士 に 説明 し まし た 。 有 要約 レポ ー ト に よる と 、 か な り の 数 の ヘル プラ 
イン ユー ザー が 主 な 懸念 は SPARS の 大 流行 に 関連 し て いる と 述べ て いま す 。 そ し て 、 最 近 で は 、Corovax の 潜 
在 的 な 長期 的 影響 に つい て の 不 確 実 性 。 こ の 新しい 知識 を 考慮 し て 、 フ リン 博士 は 、 科 学 が 明らか に な る まで 
国民 は 単に 待つ 必要 が ある と いう 以前 の 主張 に 反論 し まし た 。 ス リム 、 


出席 し た 上 級 指導 者 は 、 フ リン 博士 か ら の 多く の 促し の 後 、 パ ン デ ミッ ク が 引き 起こ し た 集合 的 な 脆弱 性 の 
感覚 や 、 深 刻 な 危険 の 脅威 の 下 で 国民 が 示し た 強 さ を 公 に 認め た 政治 的 また は 公衆 衛生 の トッ プ は いな いと 
結論 付け まし た 。 

さら に 、 国 民 の 幅広 い 意欲 を 公 に 認め た 国家 指導 者 は いな か っ た 。 
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パン デミ ッ ク を 終わ ら せ る こと を 約束 し た が 、 そ の 長期 的 な 結果 は 当時 完全 に は 理解 され て いな か っ た 処 
方 され た 対抗 策 。 


会 議 の 後 、ASPR は 、SAMHSA が 利害 関係 者 と 協力 し 、 国 民 の 対処 スキ ル を 強化 し 、 悲 し み に 暮れ る 個人 を 支援 
し 、 前 向き な 方 向 性 を 奨励 し 、 会 議 を 行う 方 法 に つい て 、 州 、 部 族 、 お よび 地域 の 行動 健康 ガイ ダン ス を 考案 
する こと を HHS 長 官 ネ ー ゲ ル に 推奨 し まし た 。 他 の SPARS 回 復 の 必要 性 。 さ ら に 、 ネ ー ゲ ル 長 官 は 、 将 来 の 公 
の 場 で の SPARS の 感情 的 な 犠牲 を 認め る 可能 性 に つい て 、 ア ー チ ャ ー 大 統領 に 相談 する こと が 推奨 され た 。 主 
要 な メッ セー ジ は 、 パ ン デ ミッ ク の 間 、 強 いま まで いる こと に 対す る アメ リカ の 人 々 へ の 感謝 の 1 つ で し ょ う 。 
別 の 重要 な メッ セー ジ は 、 か な り の 不 確 実 性 に 直面 し て パン デミ ッ ク の 終 柱 を 早め る た め に 、 予 防 接種 を 含む 
公衆 衛生 の 勧告 を 順守 し た こと へ の 感謝 を 伝え る で し ょ う 。 


アー チャ ー 大 統領 は 、SPARS に 直面 し た 国 の 決意 と 回 復 に 取り 組む こと に 合意 し た 。CDC、FDA、NIH、SAM 
HSA の トッ プリ スク コミ ュ ニ ケー ショ ン ア ドバイ ザー が グル ー プ と し て どの よう に 協議 し た か 

大 統領 の 発言 を 組み 立て る の が 最善 で す 。 グ ルー プ は 、 そ れ が 適切 か どう か に つい て 活発 に 議論 し まし た 

大 統領 は 、 ワ クチ ン 接 種 者 が 地域 社会 の た め に 行っ た 犠牲 を 認め る か 、 そ の 犠牲 に 対す る 悲し み の 

中 で 彼ら を 慰め る 。 
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C OMMUNICAT ION D 補題 


解決 感 を Crisis Wh ile の 期間 に 持ち 込む 
必要 性 と 確固 た る 関係 の バラ ンス を と る 
収集 され た Grief と Loss お よび 前 進 する 必要 性 


F OOD FOR T HOUGHT 


1) Corovax ワ クチ ン の 長期 的 な 安全 性 プロ ファ イル が 不 確 実 で ある こと を 考 
える と 、 ワ クチ ン 接 種 と 有害 事象 と の 相関 関係 に つい て コミ ュ ニ ケー ショ 
ン を と る 際 に 、 科 学 と 共感 の 両方 が 必要 な の は な ぜ で すか ? 


2) MCM が 関与 する 公衆 衛生 上 の 緊急 事態 の 回 復 段階 に 関し て 、 ア ン ・ フ リン 博 
士 の アド バイ ス は どの よう な 一 般 的 な コミ ュ ニ ケー ショ ン の 原則 を 示唆 し て 
いま すか ? 彼女 の ガイ ダン ス に 基づく と 、 回 復 段階 の つ コ ミュ ニケ ーション の 
イベ ント 前 の 計画 は どの よう に 見 える で し ょ うか ? 
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セン ト ポ ー ル 急性 呼吸 器 症 候 群 コロ ナウ イル ス が 世界 的 に デビ ュー し て か ら 約 5 年 が 経過 し た 現在 、 ヨ ー ロ ッ パ 
、 ア フリ カ 、 ア ジア の 14 か 国 で ヒト の 症例 が 残っ て いま す 。 パ ン デ ミッ ク は 2028 年 8 月 に 正式 に 終了 し まし た 
が 、 ウ イル ス は 飼い な ら さ れ た 動物 の 貯水 池 に 残っ て いま す 。WHO の 専門 家 は 、2025 年 に 世界 規模 で 病気 が 発 
生 す る ずっ と 前 に SPARS の 小 規模 で 孤立 し た 発生 が 発生 し て いた と 仮定 し 、 各 国 が 広範 囲 の ワク チン 接種 範囲 
を 維持 し な い 限り 、 将 来 の 発生 が 発生 し 続け る と 予測 し て いま す 。 


パン デミ ッ ク が 次 第 に 減少 する に つれ 、 影 響 力 の ある 数 人 の 政治 家 や 政府 機関 の 代表 者 が 攻撃 を 受け まし た 。 
認識 され た 政治 的 利益 の た め に イベ ント の 重大 さ を セ ン セ ー シ ョ ナ ル に し た こと に 対し て 。 多 く の 公 衆 衛 生 介 
入 と 同様 に 、 パ ン デ ミッ ク の 影響 を 減ら す た め の 成功 し た 努力 は 、 イ ベン ト が 専門 家 が 示唆 し た ほど 深刻 で は 
な いと いう 幻想 を 生み 出し まし た 。 共 和 党 の アー チャ ー 大 統領 の 批判 者 た ち は 、 パ ン デ ミッ ク に 対す る 大 統領 
と その 政権 の 対応 を 公 に 軽 す る 機会 を と ら え 、 有 権 者 に 「 ア メリ カ国 民 の 最善 の 利益 を 心 に 留め た 強力 な 指 
導 者 」 を 選出 する よう 促し た 。 主 に 影響 を 受け た 子供 た ちの 率直 な 親 が 主導 する 広範 な ソー シャ ル メ ディ ア 運 
動 は 、「 大 手製 薬 会 社 」 へ の 広範 な 不信 と 相まって 、SPARS MCM の 開発 は 不要 で あり 、 少 数 の 利益 追求 者 に よ 
っ て 推進 され た と いう 物語 を 支持 し まし た 。 陰謀 説 も ソー シャ ル メ ディ ア 全 体 に 広まり まし た 。 


パン デミ ッ ク 後 の 事後 報告 、 政 府 の 公聴 会 、 お よび 政府 機関 の レビ ュー は 数 が 多 す ぎ て 数 えら れ ま せん で し た 
。 病気 と 戦う た め に 議会 に よっ て 割り 当て られ た 緊急 資金 は 、 パ ン デ ミッ ク の 過程 の 途中 で 利用 可能 に な り ま 
し た が 、 連 邦 、 州 、 お よび 地方 の 公衆 衛生 機関 

それ を 使う た め の 手 続き 上 の 要件 を 管理 する の に 苦労 し まし た 。 その 結果 、 か な り の 量 の 
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パン デミ ッ ク が 収まっ た た め 、 緊 急 資金 は 未 使用 の まま で し た 。 調査 が 激化 する に つれ 、CDC と FDA の 高官 数 
名 は 、「 家 族 と より 多く の 時 間 を 過ごす 」 た め に 辞任 し 、 政 府 か ら 撤 退 す る こと を 余儀 な くさ れ ま し た 。 こ れ 
ら の 機関 の 疲れ 果て た 従業 員 は 、 パ ン デ ミッ ク の 間 、 週 に 6 て 7 日 長 時 間 働い て いま し た が 、 単 に 対応 全体 を 後 
回 し に し た か っ た だ け で す 。 過去 数 年 間 の 出来 事 を 再 ハ ッシュ する た め の 対 応 中 に 、 意 思 決 定 者 また は 町 壊 で 
奉仕 し た 人 々 の 側 に は ほとん と 欲求 が 残っ て いま せん で し た 。 


将来 の SPARS パ ン デ ミッ ク の 非常 に 現実 的 な 可能 性 は 、 ワ クチ ン 接 種 プ ログ ラム へ の 継続 的 な 取り 組み と 、 世 
界 中 の 公衆 衛生 機関 か ら の 正確 で 文化 的 に 適切 で タイ ムリ ー な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 必要 と し ます 。 2025-202 
8 の SPARS パ ン デ ミッ ク の コミ ュ ニ ケー ショ ン 経 験 は 、 こ の コミ ュ ニ ケー ショ ン が どの よう に 発生 する か 、 ま た 
発生 する か に つい て の いく つか の 例 を 提供 し ます が 、 将 来 の 公衆 衛生 上 の 緊急 事態 へ の 対応 の た め に 回 避 ま た 
は 少な く と も 修正 する 必要 が ある 慣行 も 特定 し ます 。 
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(We)YUUNI【 の WON D ル | 


Ins titut ionaliz ing Communications Les sons from the 
2025-2028SPARS パ ン デ ミッ ク 


F OOD FOR T HOUGHT 


保健 当局 が 、 保 健 緊 急 時 の MCM の 使用 か ら 学 ん だ こと (対応 の 失敗 や 成功 を 含む 
) を 公 に 共有 し 、 そ の 情報 に 基づい て 政府 機関 が どの よう に 進化 する 予定 で ある 
か を 伝え る と 、 ど の よう な メリ ッ ト が 生じ る 可能 性 が あり ます か ? 





さ リ ペー 
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A クロ ニム ス 


以下 は 、 シ ナリ オ 全 体 で 使用 され る 頭字 語 の アル ファ ベッ ト 順 の リス ト で す 。 


ACIP : 予防 接種 実施 褒 問 委員 会 

ASPR : 準備 と 対応 の た め の 次 官 補 の オフ ィ ス 
CDC : 疾病 管理 予防 セン ター 

EHR : 電子 健康 記録 

EUA: 皿 急 使用 許可 

FDA : 食品 医薬 品 局 

HHS : 保健 社会 福祉 省 

IAT : イン ター ネッ ト ア クセ ス 技 術 

MERS : 中 東 呼吸 器 症候 群 

MCM : 医療 対策 

NAIHS : ナバホ エリ アイ ン デ ィ ア ン ヘ ルス サー ビス 
NIH (アメ リカ 国立 衛生 研究 所 : 国立 衛生 研究 所 

NVICTF : 全国 ワク チン 被害 補償 信託 基金 
POD : 調剤 の ポイ ント 

物理 的 : 国際 的 に 懸念 され る 公衆 衛生 上 の 緊急 事態 
RCT : ラン ダム 化 比較 試験 

SARS : 重症 急性 呼吸 器 症候 群 

SAMHSA : 薬物 乱用 お よび 精神 保健 サー ビス 管理 
SLEP : 棚 寿 命 延長 プロ グラ ム 

スパ ー : セン ト ポ ー ル 急性 呼吸 器 症候 群 

SNS : 戦略 的 国家 備 鞭 

VAERS : ワク チン 有害 事象 報告 シス テム 
WHO : 世界 保健 機構 
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2025 年 


10 月 


11 月 


12 月 


2026 年 


1 月 


R 応答 S CENARIO T IMELINE 


最初 の 米国 で の 死亡 は SPARS が 原因 で 発生 し まし た 。 当初 、 こ れ ら の 死 は 


SPARS の 症例 は 、 ミ ネ ソ タタ 州 全体 と 他 の 6 つの 州 で 報告 され まし た 。 


感謝 祭 の 休暇 旅行 と ブラ ッ ク フ ライ デー の 買い 物 は 、 中 西部 を 越え て SPARS の 普及 を 促進 
し まし た (12 月 中 旬 ま で に 26 の 州 と 他 の 複数 の 国 ) 。 


WHO は 、SPARS の パン デミ ッ ク が 国際 的 に 懸念 され る 公衆 衛生 上 の 緊急 事態 で ある 
と 宣言 し まし た 。 

SPARS の 治療 法 や ワク チン は 存在 し ませ ん で し た が 、 抗 ウイ ルス 剤 の カロ シビ ル が 治療 薬 と し て 有効 で 
ある 可能 性 が ある と いう 証拠 が いく つか あり まし た 。 


多国 籍 家畜 に よっ て 開発 お よび 製造 され た 独自 の ワク チン 

コン グロ マリ ッ ト (GMI) は 、 ヒ トワ クチ ン の 潜在 的 な 基盤 と し て 提案 され まし た 。 ザ ・ 

ワク チン は 、 東 南ア ジア の ひ づ め の あ る 路 乳 類 集団 に お ける 同様 の 呼吸 器 コ ロナ ウイ ルス の 
発生 と 戦う た め に 開発 され まし た が 、 ワ クチ ン は 規制 当局 に よっ て 認可 され て お ら ず 、 ヒ ト 
で テス ト さ れ て いま せん で し た 。 可能 性 に つい て 懸念 が あり まし た 


米国 政府 は 、GMI 動 物 ワ クチ ン に 基づく ヒト SPARS ワ クチ ン の 開発 と 製造 を CynBio と 契 
約 し まし た 。 

HHS 長 官 は 、 ワ クチ ン の 製造 業者 と 提供 者 に 責任 保護 を 提供 する た め に 、 公 的 準備 お よび 緊 
急 時 対応 法 (PREP 法 ) を 発動 し まし た 。 議 会 は 、 ワ クチ ン に よる 潜在 的 な 有害 な 副作用 の 補 
償 を 提供 する た め に 、PREP 法 に 基づい て 緊急 資金 を 承認 お よび 充当 し まし た 。 


重度 の SPARS 感 染 症 の 患者 の 治療 に お ける カロ シビ ル の 限ら れ た 成功 の 報告 に 続い て 、F 
DA は 抗 ウ イル ス 剤 の 緊急 使用 許可 (EUA) を 発行 し まし た 。 カ ロ シ ビ ル は SARS お よび ME 
RS の 治療 薬 と し て 評価 され て お り 、SNS で は 数 百 万 回 の 投与 が 維持 され て いま し た 。 


需要 を 満た よ す ため に 生産 能力 が 確立 され て いる 間 に 必 要 で す 。 
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2026 年 

1 月 FDA、CDC、 お よび NIH は 、 カ ロ シ ビ ル の 安全 性 と 有効 性 に 関し て 、 一 見 相反 する コミ ュ ニ 
ケー ショ ン を 提供 し まし た 。 
米国 で は 、SPARS を めぐ る 国民 の 不安 に より 、 カ ロ シ ビ ル が 広範 に 使用 され 、SPARS の 
症状 が 頻繁 に 自己 申告 され 、 医 療 需要 が 急増 し まし た 。 
1 月 下旬 まで に 、SPARS は 42 か 国 と すべ て の 米国 の 州 で 検出 され まし た 。 

2 月 FDA や その 他 の 政府 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン に お ける 文化 的 能力 の 欠如 は 、 米 国 の さま ざま な 


民族 グル ー プ の 間 で 明らか に な り ま し た 。 


カロ シビ ル を 服用 し た 後 の 3 歳 の 忠 吐 と 失神 の ビデ オ は 、 ソ ー シ ャ ル メ ディ ア を 介し て 広く 急 
速 に 広まり 、EUA へ の 反対 を 強め まし た 。 


行進 FDA は 、 カ ロ シ ビ ル の 有効 性 と 副作用 に 関す る 最新 情報 を 発表 し まし た 。 ソ ー シ ャ ル 
Kalocivir に 関す る メデ ィ ア の 報道 は 、 公 式 リ リー ス よ り も 遍 在 し て いま し た 。 


英国 医薬 品 医療 製品 規制 庁 と 欧州 医薬 品 庁 は 、 英 国 お よび 欧州 連合 全体 で の 新しい 抗 ウ イル ス 
薬 VMax の 緊急 使用 を 共同 で 承認 し まし た 。 一 部 の アメ リカ 人 は 、 オ ン ラ イン また は ヨー ロッ 
パ へ の 旅行 に よっ て VMax に アク セス し よう と し まし た 。 


4 月 CDC は 、 米 国 に お ける 最新 の (そし て 大 幅 に 低い ) 致死 率 を 公表 し まし た 。 リ スク が 低 
いと いう 認識 が 公益 の 低下 を 引き 起こ し まし た 。 


五 月 CynBio が 製造 し た SPARS ワ クチ ン で ある Corovax の 製造 は 順調 に 進ん で いま し た 。 


連邦 政府 機関 は 、 さ ま ざ ま な 結果 を 伴う 有名 な 公 人 を 使用 し て コミ ュ ニ ケー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン を 開始 し 
まし た 。 世論 調査 で は 、 全 国 で SPARS と Kalocivir の 知識 が 15 て 23% 増 加 し た こと が 示さ れ ま し た 。 ヒ ッ 
プ ホ ッ プ の アイ コン で ある BZee は 、 オ ン ラ イン ビデ オク リッ プ を 使用 し て 公衆 衛生 メッ セー ジ を 宣伝 す 
る こと に 成功 し まし た が 、Corovax 試 験 の ボラ ンティア と Tuskegee 梅 毒 研究 の 「 ボ ラン ティ ア 」 を 比較 
し た と ころ 、 信 頼 を 失い まし た 。 同様 に 、 ベ ネッ ト 前 大 統領 は 、 彼 女 が 彼女 の 新しい 孫 の た め に カロ シビ 
ル を 望む か どう か 尋ね られ た と き 、 非 コミ ッ ト メ ント の 応答 を 提供 し まし た 。 
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五 月 公衆 衛生 機関 は 、 比 較 的 新しい ソー シャ ル メ ディ アプ ラッ ト フ ォ ー ム で ある UNEQL が 、 大 学生 の 人 
々 の 主要 な コミ ュ ニ ケー ショ ン 手 段 と し て 使用 され て いる こと を 発見 し まし た 。 


六 月 Corovax は 迅速 な レビ ュー の 最終 段階 に 入り 、 生 産能 力 が 向上 し まし た 。7 月 まで に 1.,000 万 回 分 
が 利用 可能 に な る と 予想 され 、8 月 に は さら に 5,000 万 回 分 が 利用 可能 に な る と 予想 され て いま 
し た 。 


CDC 予 防 接種 実施 褒 問 委員 会 (ACIP) は 、 ワ クチ ン 優 先 グ ルー プ を 発表 し まし た 。 医療 提供 
者 は 優先 事項 と し て 含ま れず 、 全 国 の 医師 や 看護 師 に よる 抗議 を 扇動 し た 。 


限ら れ た Corovax 供 給 の 配布 を 優先 する た め に 、 連 邦 政府 は 、 州 が 患者 の 電子 健康 記録 (EH 
R) の 要約 情報 を 報告 し て 、 リ スク の 高い 集団 の 個人 数 を 推定 する こと を 要求 し まし た 。 こ の 
努力 は 、 連 邦 政 府 の アク セス に 抗議 し た 国民 か ら の 抵抗 に 見 舞 わ れ た 。 


彼ら の 個人 的 な 医療 情報 。 


7 月 全国 的 な 予防 接種 プロ グラ ム を 開始 する 1 週間 前 に 、 太 平 洋 岸 北西 部 の 電力 網 が 損傷 し た 結果 
、2 週 間 続く 広範 囲 に わた る 停電 が 発生 し まし た 。 州 お よび 地方 の 公衆 衛生 機関 は 、 電 子 メ デ 
ィ ア が な い 場 合 に 予防 接種 プロ グラ ム を 促進 する た め に 、 ポ スタ ー と チラ シ を 使用 し た コミ ュ 
ニケ ーション プロ グラ ム を 開始 し まし た 。 
全国 の ソー シャ ル メ ディ ア の 取り 組み が ワク チン 接種 キャ ン ペ ー ン を 促進 し 、 ク ラウ ド ソ 
ー シ ン グ さ れ た デー タ が ワク チン の 配布 効率 を 高め る の に 役立ち まし た 。 


8 月 Corovax ワ クチ ン 接 種 プ ログ ラム は 、 代 替 医 療 の 支持 者 、 イ スラ ム 教 徒 、 ア フリ カ 系 アメ リカ 人 、 お 
よび ワク チン 接種 反対 活動 家 な ど 、 い くつ か の グル ー プ か ら の 抵抗 に 直面 し まし た 。 当初 は 独立 し 
て 運営 され て いま し た が 、 こ れ ら の グル ー プ は ソー シャ ル メ ディ ア を 介し て 結束 し 、 影 響 力 を 高め 
まし た 。 

9 月 日 本 は 、 独 自 の ワク チン の 開発 と 製造 を 支持 し て 、 日 本 で の コロ バッ クス の 使用 を 承 
認 し な いと 発表 し まし た 。 


10 月 主 に 東海 岸 と 西海 岸 に いる 大 学生 は 、Corovax の 世界 的 な 利用 可能 性 の 不平 等 に 抗議 し ま 
し た 。 これ ら の 学生 の 予防 接種 率 は 、 国 内 の 他 の 地域 の 大 学生 の 平均 を 下回っ て いま し た 
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11 月 


12 月 


2027 年 


2 月 


ー い へ 
コ 
記 


米国 で の 2015 年 の は し か の 発生 を きっ か け に 形成 され た 反 ワ クチ ン 運 動 は 、 反 ワク チン 接種 ス 
ー パ ー グ ルー プ と 戦う た め の 彼 ら の 努力 を 再燃 させ まし た 。FDA、CDC、 お よび その 他 の 連邦 
機関 も 、Corovax キ ャ ン ペ ー ン を 促進 する た め の コ ミュ ニケ ーション の 取り 組み を 倍加 し まし 
7 大 g 


SPARS 後 の 肺炎 の 症例 数 の 増加 が 全国 で 報告 され まし た 。 


全国 的 な 予防 接種 プロ グラ ム は 、 当 初 の 優先 人 口 を 超え て 、 国 の 残り の 部 分 を 含む よ 
うに 拡大 され まし た 。 


連邦 政府 機関 は 、 対 象 を 絞っ た オン ライ ン 広 告 を 含む ワク チン 接種 コミ ュ ニ ケー ショ ンプ ログ ラム を 
開始 し まし た 。 


SPARS 後 の 肺炎 の 症例 は 、 全 国 の 抗生 物質 の 在庫 を 強調 し まし た 。HHS 事 務 局 長 は 、 全 国 
の 抗生 物質 供給 を 補う た め に 、SNS か ら の 最も 古い ロッ ト の 抗生 物質 の 配布 を 承認 し まし 

7 太 ぁ 

SNS イ ン ベ ン トリ の 抗生 物質 の テス ト で は 、 最 も 古い ロッ ト の 残り の 抗生 物質 の 94% が 十分 な 効 
力 を 維持 し て いる こと が 判明 し まし た 。2026 年 8 月 に 実施 され た テス ト は 、 こ れ ら の ロッ ト の 有効 
期限 を 2027 年 か ら 2029 年 に 延長 する た め の 基 礎 を 提供 し まし た 。 


政府 が 期限 切れ の 抗生 物質 を 調剤 し て いる と いう 噂 が 伝統 的 な ソー シャ ル メ ディ ア を 介し 
て 広まっ た 。 


自然 医学 運動 の リー ダー で ある AlyssaKarpowitz は 、 自 然 療 法 で 息子 の 細菌 性 肺炎 を 解決 で 
き な か っ た た め 、 救 急 科 で 医療 を 求め まし た 。SNS 供 給 か ら の 適切 な 抗生 物質 に よる 治療 が 
成功 し た 後 、 彼 女 は ソー シャ ル メ ディ ア 界 で 「 期 限 切れ の 」 抗 生物 質 の 利点 を 宣伝 し まし た 
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1) 危機 が まだ 進展 し て いて 、 重 要 な 健康 情報 が 不 完全 で ある と き に 、 国 民 の 信頼 と 自己 効力 感 を 生み 出 
す ( (4 ペー ジ ) 


2) 情報 が 不 完全 また は 専有 的 で ある 場合 で も 、 開 発 パ イプ ライ ン で 潜在 的 な MCM に 関す る 情報 を 共有 す 
る と いう 公 的 お よび 政治 的 圧力 に 対応 する ( (ペー ジ 8) 


3) 新た な 脅威 が 発生 し た 場合 に 、 安 全 で 効果 的 な ワク チン の タイ ムリ ー な 開発 を 確保 する た め の 政 府 
プロ セス へ の 信頼 を 維持 する ( (11 ペ ー ジ ) 


4) 保健 機関 間 で 一 貫 性 の な い メ ッ セ ー ジ ング を 調和 させ る ( (14 ペ ー ジ ) 


5) 特定 の 懸念 や 文化 に 対処 する た め に 公衆 衛生 メッ セー ジ を 適切 に 調整 する 


コミ ュ ニ ティ ( (14 ペ ー ジ ) 


6) 苦し ん で いる 子供 の グラ フィ ッ ク 画 像 の 力 へ の 対応 : 人 ロレ ベル の 問題 に 引き 上 げ ら れ た 1 つの 物語 ( ( 
19 ペ ー ジ ) 


7) 米国 で は 入手 で き な い 代替 抗 ウ イル ス 薬 の 需要 へ の 対応 


(23 ペ ー ジ ) 


8) 著名 な 公 人 に よっ て 生成 され た MCM に 関す る 誤っ た 情報 や 疑い へ の 対応 


(25 ペ ー ジ ) 


9) 特定 の グル ー プ が 使用 する コミ ュ ニ ケー ショ ンプ ラッ ト フ ォ ー ム を 見 落と し て いる 。 新しい メ ディ アプ ラッ ト フ ォ ー ム を 使用 
し て 、 流 坦 に 話せ る よう に な り 、 一 般 の 人 々 を 効果 的 に 関与 させ せ る ( (29 ペ ー ジ ) 


10) Kalocivir の よう な MCM へ の 潜在 的 な 不平 等 な アク セス に つい て の 一 般 の 批判 へ の 対応 ( (29 ペ ー ジ ) 
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11) MCM の 安全 性 と 有効 性 に 関す る 立場 を 変え た 後 、 国 民 の 支持 を 維持 する ( (31 ペ ー ジ ) 
12) 希少 な 資源 の 優先 順位 付け の 必要 性 と 背後 に ある 理由 を 伝え る ( (34 ペ ー ジ ) 


13) MCM プ ログ ラム と 可用性 を 公表 し て 、 取 り 込み と 効率 的 な 配布 を 促進 する 


(37 ペ ー ジ ) 


14) MCM の 供給 を 公共 の 需要 に 合わ せる た め に 、 ワ クチ ン の 入手 可能 性 に 関す る リア ル タ イ ム の デー タ を 提供 する 


(37 ペ ー ジ ) 


15) 電子 メデ ィ ア と 非 電 子 メ ディ ア 間 で 一 員 し た メッ セー ジン グ を 維持 し 、 
電子 メデ ィ ア が 利用 で き な い 場合 の 二 次 通信 計画 ( (ペー ジ 40) 


16) 複数 の 独立 し た MCM の 懸念 に 同時 に 対処 する ( (ペー ジ 43) 


17) 多様 な 文化 的 、 社 会 的 、 人 口 統計 学 的 背景 か ら 来 て お り 、 保 健 当局 に さま ざま な 程度 の 信頼 を 置い て いる 


18) 外国 の 規制 当局 か ら の 反対 に 直面 し て 現在 の MCM 製 品 を サポ ー ト する 


(49 ペ ー ジ ) 


19) 米国 政府 の 制御 が 及ば な い 複 雑 な 倫理 問題 へ の 対応 


(52 ペ ー ジ ) 


20) 貯蔵 寿命 を 延ばし た 薬 の 安全 性 と 有効 性 に 関す る 質問 へ の 回 答 


(55 ペ ー ジ ) 


ジョ ンズ ホプキンス セン ター フォ ー ヘ ルス セキ ュ リ ティ 74 ペ ー ジ SPARS パ ン デ ミッ ク 


A 付 録 C 





R ECOVERY S CENARIO 1 IMELINE 


2027 年 


4 月 Corovax の 副作用 に 関す る クラ ウド ソー シン グ に よる 独立 し た 疫学 分 析 は 、 公 式 の 連邦 報告 と 矛盾 し て 
いま し た 。 独立 し た 分 析 は 、 視 覚 的 な プレ ゼン テー ショ ン と イン タラ クティ ブ な コン テン ツ に より 、 従 
来 の メデ ィ ア や ソー シャ ル メ ディ ア で 人 気 を 博 し まし た 。 政 府 は デー タ と プレ スリ リー ス で 対応 し よう 
と 試み まし た が 、 ほ と ん と 失敗 し まし た 。 


五 月 Corovax の 副作用 の 報告 が 勢い を 増し 始め まし た 。 予防 接種 を 受け た 後に 神経 学 的 症状 を 経験 
し た 子供 の 両親 の 何人 か は 、 連 邦 政府 と CynBio を 訴え まし た 。PREP 法 お よび 全国 ワク チン 被 
害 補償 信託 基金 を 通じ て 利用 可能 な 補償 基金 を 知っ た と き 、 訴 訟 は 取り 下げ られ まし た 。 


11 月 Corovax ワ クチ ン の 長期 的 な 副作用 に 関す る 最初 の 報告 が 出 ま し た 。 こ れ ら の 報告 は 、 主 に 初 
期 優 先 ( 高 リ スク ) 集団 の 報告 か ら 生 じ た も の で あり 、 数 は 少な か っ た 。 利 用 可能 な デー タ が 
ほとん ど な く 、 既 存 の 条件 が 多数 ある た め 、 初 期 の 研究 で は 、 長 期 的 な 統計 的 に 有意 な 関連 を 
特定 で きま せん で し た 。 


収集 され 、 分 析 が 完了 し ます 。 


長期 的 な 副作用 補償 に 対す る 国民 の 要求 に 応え て 、HHS 長 官 は 議会 に 、 不 適切 の 懸念 
軽減 する た め に 連邦 補償 プロ セス の 独立 し た 調査 を 実施 する よう 要請 し た 。 


国民 と メデ ィ ア は 議会 に 、PREP 法 の 下 で 補償 の た め に 認可 され た 資金 を 増やす よう 
圧力 を か けた 。 


2028 年 


SPARS の パン デミ ッ ク は 公式 に 終わ っ た と 宣言 され まし た 。 し か し 、 専 門 家 は 家畜 の 貯水 


8 Ge 
の 池 と 将来 の 発生 の 可能 性 に つい て 引き 続き 懸念 を 抱い て いま す 。 
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1) 信頼 で きる デー タ の ソー ス と 、 不 信 感 の ある 環境 で の 法 的 手段 の 選択 肢 に つい て 一 般 の 人 々 と コミ ュ ニ ケー ショ 
ン を と る ( (ペー ジ 59) 


2) 集団 的 な 悲し み / 衰 失 を 育 定 す る 必要 性 と 前 進 す る 必要 性 と の 間 の バラ ンス を 取り な が ら 、 危 機 の 時 期 
に 解決 感 を も た ら す ( (ペー ジ 63) 


3) 2025-2028SPARS パ ン デ ミッ ク か ら の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 教訓 を 制度 化す る ( (ペー ジ 66) 
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